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サブストーム開始直前におけるオーロラ爆発領域付近の電離圏プラズマ流: THEMIS
とSuperDARNの観測

Ionospheric flows near auroral breakup region before substorm expansion onsets: THEMIS
and SuperDARN observations
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本研究では、THEMIS(衛星・地上)と SuperDARNの観測データを用いて、サブストーム開始に伴う電離圏対流の応答、
および、オーロラや磁気圏尾部の変化との対応について調べた。今回は、THEMIS衛星の電離圏フットプリントがオー
ロラ爆発領域付近に位置していた小さいサブストームの事例について調べた。解析の結果、電離圏プラズマ流は、この
領域付近でサブストーム開始数分前に強まり始め、爆発相中も強まっていたことがわかった。磁気圏尾部の対応する領
域付近では、地球方向の高速プラズマ流や磁場双極子化が見られた。さらに詳細に解析した結果を含め、因果関係を議
論する。


